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ご ん た く ん



議
会
だ
よ
り

　

  
令
和
元
年
第
４
回
町
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
定
例
会
）

　

令
和
元
年
第
4
回
下
市
町
議
会
定
例

会
が
9
月
10
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
、
議
案
は
全
て
原
案
ど
お
り

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

諸
報
告

▼
令
和
元
年
度
５
・
６
・７
月
分

　

例
月
出
納
検
査
報
告

▼
平
成
30
年
度
財
政
健
全
化
判
断
比
率

等
報
告

▼
議
員
派
遣
報
告

議
案

▼
下
市
町
印
鑑
登
録
及
び
証
明
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
等
の
改

正
に
伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

▼
下
市
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正

に
伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

▼
下
市
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
伴
い
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
下
市
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

地
方
公
務
員
法
の
改
正
等
に
伴
い
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

▼
下
市
町
立
幼
稚
園
保
育
料
及
び
入
園

料
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
に

伴
い
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

▼
さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

▼
さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
か
ら
吉

野
町
が
脱
退
す
る
事
に
伴
い
、
財

産
処
分
及
び
規
約
の
変
更
を
行
う

も
の
で
す
。

▼
下
市
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

（
平
成
28
～
32
年
度
）
の
変
更
に
つ

い
て

下
市
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

に
お
け
る
事
業
内
容
の
変
更
を
行

う
も
の
で
す
。

▼
令
和
元
年
度
下
市
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
２
１
２

万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
45
億
５
千
１
２
２
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

▼
令
和
元
年
度
下
市
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

に
つ
い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
８
１
万
５

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

７
億
５
千
３
１
４
万
１
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

▼
令
和
元
年
度
下
市
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ

い
て

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
千
26
万

２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

10
億
１
千
２
８
３
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

認
定

▼
平
成
30
年
度
下
市
町
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

▼
平
成
30
年
度
下
市
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て

▼
平
成
30
年
度
下
市
町
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

▼
平
成
30
年
度
下
市
町
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
▼
平
成
30
年
度
下
市
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て

▼
平
成
30
年
度
下
市
町
水
道
事
業
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て

諮
問

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

適
任
可
決
さ
れ
、
引
き
続
き
米
田

友
紀
子
氏
を
人
権
擁
護
委
員
に
推

薦
す
る
も
の
で
す
。

決
算
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

来
月
号
の
広
報
に
掲
載
予
定
で
す
。
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下
市
八
幡
神
社
名
月
祭

ど
ん
ど
こ
参
り

「
お
た
っ
し
ゃ
下
市

笑
い
の
集
い
」

一
般
質
問

◇
吉
井
辰
弥
議
員
か
ら

○
地
域
防
災
力
の
強
化
に
つ
い
て

○
町
有
財
産
の
今
後
の
利
用
計
画
に
つ

い
て

○
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
補
助
に

つ
い
て

○
行
政
職
員
人
財
育
成
に
つ
い
て

◇
尾
上
治
吉
議
員
か
ら

○
町
道
・
県
道
道
路
整
備
に
つ
い
て

○
森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い
て

○
農
山
漁
村
生
活
体
験　

教
育
民
泊
受

入
の
推
移
と
拡
大
に
つ
い
て

○
下
市
南
小
学
校
・
阿
知
賀
小
学
校
の

活
用
に
つ
い
て

◇
松
田
哲
子
議
員
か
ら

○
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
害
者
全
て

の
方
々
が
地
域
で
共
に
支
え
あ
い

生
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域

福
祉
計
画
策
定
に
つ
い
て

○
下
市
町
の
人
口
減
少
、
特
に
少
子
化

の
対
策
に
つ
い
て

○
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
方
々
の
移
動

支
援
に
つ
い
て

◇
中
垣
内
敏
博
議
員
か
ら

○
下
市
温
泉
秋
津
荘
の
宿
泊
施
設
の
活

用
に
つ
い
て

◇
辻
本
光
雄
議
員

○
今
後
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

◇
矢
野
和
男
議
員
か
ら

○
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

○
休
校
校
舎
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

○
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

○
鳥
獣
害
対
策
に
つ
い
て

○
外
出
支
援
事
業
に
つ
い
て

○
防
災
に
つ
い
て

　

９
月
13
日
、
下
市
八
幡
神
社
で
名
月

祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

名
月
祭
は
、
旧
暦
の
８
月
15
日
に
当

た
る
中
秋
の
名
月
に
行
わ
れ
る
奉
納
行

事
で
、
午
後
５
時
か
ら
の
祭
典
に
は
奉

賛
会
の
会
員
ら
お
よ
そ
20
名
が
参
列
し

ま
し
た
。

　

祝
詞
奏
上
や
玉
串
奉
納
な
ど
の
神
事

を
終
え
る
と
、
薄
暗
く
な
っ
た
境
内
に

高
張
り
提
灯
や
太
鼓
を
手
に
し
た
人
々

が
次
々
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、

ど
ん
ど
こ
参
り
と
呼
ば
れ
る
下
市
区
に

伝
わ
る
伝
統
行
事
で
す
。
各
地
区
ご
と

に
太
鼓
を
叩
く
リ
ズ
ム
が
異
な
る
の
が

特
徴
で
、
境
内
で
は
太
鼓
打
ち
達
が
先

代
か
ら
引
き
継
い
だ
演
奏
を
夜
空
に
響

か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
招
待
し
、「
お

た
っ
し
ゃ
下
市
笑
い
の
集
い
」
が
下
市

観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢

者
の
交
流
と
介
護
予
防
を
目
的
に
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
日
は
お
よ
そ

２
５
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
介
護
予

防
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
血
圧
・

血
中
酸
素
濃
度
測
定
や
握
力
測
定
を
は

じ
め
、
お
口
の
健
康
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

あ
り
、
保
健
師
や
歯
科
衛
生
士
の
皆
さ

ん
が
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

　

式
典
の
あ
と
、
時
代
劇
や
舞
踊

シ
ョ
ー
等
が
行

わ
れ
、
会
場
は
、

大
き
な
拍
手
と

笑
い
声
で
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
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演
奏
会
場
を
屋
外
の
特
設
ス

テ
ー
ジ
に
移
し
て
行
わ
れ
た
第
２

部
は
、
Ａ
Ｍ
Ｙ 

Ｊ
ａ
ｚ
ｚ 

Ｏ
ｒ

ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
の
演
奏
で
始
ま

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
燈
火
点
火
式
が
行
わ

れ
、
南
都
銀
行
下
市
支
店
、
運
営

ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
色

と
り
ど
り
の
燈
火
に
訪
れ
た
人
が

光
を
灯
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
今
年
も
、
各
種
団
体

が
夜
店
を
出
店
し
、
大
勢
の
子
ど

も
達
や
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
下
市
フ
ラ
サ
ー

ク
ル
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
★
Ｙ

の
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
や
ぐ
ら
を
囲
ん
で
盆
踊

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
来
場
者
は
過
ぎ
行
く
夏
の
夜

を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

音
楽
と
燈
火
で
夏
の
終
わ
り

を
彩
る
、
今
年
で
12
回
目
を
迎

え
た
下
市
夢
ま
つ
り
が
観
光
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約

２
２
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
夢
ま
つ
り
は
夢
ま
つ
り

実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
も
の

で
、
第
１
部
音
楽
祭
は
、
下
市

中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
幕

を
開
け
、
そ
の
後
、
下
市
幼
稚

園
、
愛
声
コ
ー
ラ
ス
、
下
市
ユ
ー

ト
ピ
ア
保
育
園
、
下
市
小
学
校
、

プ
レ
セ
ア
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
Ｐ

Ｂ
Ｓ
、
下
市
中
学
校
コ
ー
ラ
ス

部
、
そ
し
て
下
市
混
声
合
唱
団

が
こ
の
日
の
為
に
練
習
を
重
ね

て
き
た
す
ば
ら
し
い
歌
声
や
ダ

ン
ス
を
披
露
し
た
ほ
か
、
キ
ッ

ズ
ポ
リ
ス
に
よ
る
啓
発
活
動
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

テーマ
令 和 Beautiful Harmony
　～みんなでつくる下市の夏～ 
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９
月
８
日
、
下
市
観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
で
図
書
館
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

図
書
館
ま
つ
り
は
、
本
や
図
書
館
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
全
国
各
地

の
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
ロ
ビ
ー
で
の
工
作
体
験

や
、
下
市
お
話
の
会
に
よ
る
紙
芝
居
・

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
は
じ
め
、
パ
ネ

ル
で
仕
切
ら
れ
た
特
設
の
迷
路
な
ど

様
々
な
催
し
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
子
ど
も
達
の
人
気
を
集
め
た
迷
路

は
、
コ
ー
ス
内
に
様
々
な
ク
イ
ズ
が
設

置
さ
れ
て
い
て
、
全
問
正
解
す
る
と
特

製
の
読
書
通
帳
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。

　

下
市
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン

タ
ー
で
本
町
区
が
防
災
教
室
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

本
町
区
で
は
、
水
に
浮
く
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
や
防
災
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
各
戸

に
配
布
し
て
万
一
の
災
害
に
備
え
て
い

る
ほ
か
、
毎
年
、
こ
の
よ
う
な
教
室
を

行
い
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
下
市
消
防
署
員
を
講
師

に
招
い
て
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
扱
い
方
法
に
つ
い
て
学
習
。
本
町
区

吉
原
区
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
自
助
・
共

助
の
強
化
に
努
め
、
近
隣
地
域
と
の
連

携
も
図
り
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
桜
井
市
立
図
書
館
に
お
い

て
、
県
内
で
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋

め
立
て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
を
制

定
し
て
い
る
下
市
町
（
他
10
市
町
村
）

と
奈
良
県
に
よ
る
協
働
監
視
の
協
定
締

結
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

下
市
町
で
は
、
平
成
30
年
12
月
に
条

例
を
制
定
し
て
お
り
、
今
後
、
県
と
町

が
協
力
し
て
衛
星
写
真
な
ど
を
用
い
た

広
域
的
な
監
視
を
行
う
ほ
か
、
情
報
を

共
有
し
、
違
法
行
為
の
未
然
防
止
と
早

期
発
見
に
よ
る
対
応
が
図
ら
れ
る
な

ど
、
土
地
の
改
変
に
対
す
る
監
視
体
制

が
よ
り
強
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
違
反

の
抑
止
効
果
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

農
作
物
な
ど
に
被
害
を
与
え
る
イ
ノ

シ
シ
・
シ
カ
な
ど
へ
の
対
策
と
し
て
、

捕
獲
用
の
檻
一
基
が
Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
か

ら
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
内
で
昨
年
２
億
円
の
被

害
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
少
し
で
も
被

害
の
減
少
に
繋
が
る
よ
う
に
と
東
常
務

理
事
か
ら
目
録
が
手
渡
さ
れ
、
下
市
町
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
会
長
で
あ
る

杦
本
町
長
は
「
被
害
が
年
々
深
刻
と
な
っ

て
い
る
中
で
檻
の
寄
贈
は
非
常
に
有
難

い
」
と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
捕
獲
檻
は
、
区
か
ら
の
申
請

に
よ
り
無
償
貸
出
さ
れ
、
奈
良
県
猟
友

会
下
市
支
部
の
管
理
に
よ
り
有
害
鳥
獣

捕
獲
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

図
書
館
ま
つ
り

迷
路
や
工
作
楽
し
む

本
町
区
が防

災
教
室
実
施

奈
良
県
と
下
市
町
が
土
地
改
変

の
協
働
監
視
協
定
を
締
結

Ｊ
Ａ
な
ら
け
ん
が

捕
獲
檻
寄
贈

▲９月１０日の寄贈式の様子

▲協定締結式の様子

▲防災教室の様子

▲工作教室の様子
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下市町保健センターからのお知らせ 場所／下市町保健センター　

問合せ　下市町役場　健康福祉課　保健予防係 ☎ ０７４７-５２-０００１（内線１５９・１６０）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IP ０７４７-６８-９０６５（直通）  　　

《申込・問合せ》
 たんぽぽカフェ：社会福祉協議会	 ☎ ０７４７-５４-２１０７

 いろどりＣａｆｅ：北野しもいち彩の里	 ☎ ０７４７-５２-０２４０

 総合窓口：下市町地域包括支援センター	 ☎ ０７４７-５２-０００１（内線１５６・１５７・１５８）

	 IP ０７４７-６８-９０６５（直通）

地域包括支援センターからのお知らせ

事業名 日時 場所 対象者 内容 申し込み

たんぽぽカフェ
１０月１１日（金）
午前 10 時～正午
※毎月第 2 金曜日

下市町交流
センター

（ごんたくんの家）

認知症の方や
その家族・医
療や介護の専
門職・地域の
方など。
介護をされて
いる方や介護
に興味のある
方。

カフェタイム
牛乳パックを使って小
物入れを作りましょう

当日参加可

いろどりＣａｆｅ
１０月２４日（木）
午前 10 時～正午
※毎月第 4 木曜日

特別養護老人
ホーム北野しも

いち彩の里
薬剤師さんのお話し

「認知症カフェ」
　認知症の人とその家族、地域住民、専門職が集い認知症の人を支えるつながりを支援し、認知症の
人の家族の介護負担を軽減します。

事　　業　　名 日　　　　　　　　　時 対　象　者　・　内　容　等

特 定 健 康 診 査

１０月２日（水）

午前９時～１０時

４０歳～７４歳の国民健康保険に加入
している方または、７５歳以上の町民
の方
※ごんたくんポイントが 20 ポイント
もらえます！１０月２４日（木）

し も ぴ よ ラ ン ド １０月２３日（水）午前１０時～正午 ４歳までの幼児及びその保護者
内容：筆字教室

幼児健診

1 歳６ヶ月児

１０月２９日（火）

午後１時～１時１５分受付 平成３０年３月１日～平成３０年５月３１日生

３ 歳 児 午後１時３０分～１時４５分受付 平成２８年３月１日～平成２８年５月３１日生

ウ ォ ー キ ン グ 講 座

１０月４日（金）

午後１時３０分～３時３０分

場所：下市町交流センター
　　　（ごんたくんの家）
※事前にお申込みください。
※全4回の講座になります。１０月１５日（火）
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　令和元年１０月１日よりはじまる年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入や所得額が一定基準

以下の年金受給者の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。受け取りには請
求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは日本年金機構が実施します。

①上記の対象条件を満たす方で、平成３１年４月１日以前から年金を受給している方・・・

　対象となる方には、日本年金機構からの案内が９月上旬から順次ご自宅へ届いております。
　同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）を記入し、切手を貼って郵便ポストへ投函してくだ

　さい。

②上記の対象条件を満たす方で、平成３１年４月２日以降に年金を受給しはじめた方・・・

　年金の請求手続きと併せて年金事務所または下市町役場住民保険課で手続きをしてください。

◎給付金のお支払いは、２ヶ月分を翌々月の中旬に年金と同じ口座にお支払いします。

◎令和元年１２月までに請求された場合、制度がはじまる令和元年１０月分からのお支払となります。

◎令和元年１２月末日を過ぎて１月に手続きをされた場合、さかのぼって支払いがされず、請求され

　た翌月分からのお支払いとなるため、令和２年２月分からの給付金のお支払いとなり、令和元年

　１０月～令和２年１月分の給付金を受け取れなくなります。

制度など詳しく知りたい場合は、

給付金専用ダイヤルまたは年金事務所へお問い合わせください

または

対　　　象

請求手続き

そ　の　他

問い合わせ

●老齢基礎年金を受給している方で、

　以下の要件をすべて満たしている方

　・６５歳以上

　・世帯員全員の市町村民税が非課税

　・年金収入額とその他所得額の

　　　　　　　合計が約８８万円以下

●障害基礎年金・遺族基礎年金を受給

　していて、前年の所得額が約４６２

　万円以下の方

給付金専用ダイヤル　　☎ ０５７０－０５－４０９２（ナビダイヤル）
大和高田年金事務所　　☎ ０７４５-２２-３５３１

下市町役場住民保険課　☎ ０７４７-５２-０００１（代表）

　　　　　　　　　　　IP ０７４７-６８-９０６３（直通）

　令和元年１０月１日開始　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

年金生活者支援給付金について
～公的年金等の収入や所得額が一定基準以下の年金受給者の生活を支援～
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国内外の修学旅行生の受入家庭（ホストファミリー）を　 　
募集しています！受入家庭になってください～！！　 　

　下市町・下市町観光協会では、生活体験を通して家族との絆や下市町の魅力を感じてもらうことを

目的に、国内外の修学旅行生を個人の家庭で受け入れる民家ステイ（教育民泊）に取り組んでいます。

～民家ステイセミナーが開催されました～
　８月２９日 (木 )下市町農村環境改善センター

で民家ステイセミナーが開催され、講師の藤澤先

生より民家ステイでの交流による教育効果や、生

徒との交流の仕方について講演がありました。こ

のセミナーに参加され、新たに２軒受入家庭が増

えました。

　今後もセミナーや意見交換会など随時開催予定

ですので、ぜひお越しください。

１１月には日本の高校の受入れがあります
　神奈川県の高校が下市町で２泊３日の民家ステ

イをされます。下記のとおり入離町式が行われま

すので、ご興味のある方はぜひご覧にお越しくだ

さい。

　入町式：１１月６日（水）午後３時～

　離町式：１１月８日（金）午前８時３０分～

　場　所：下市観光文化センター

受入家庭が不足し困っています。どうか受入家庭になってください！お待ちしております！

ご興味のある方はぜひお問い合わせください！
問合せ　　下市町役場　地域づくり推進課　☎ ０７４７-５２-０００１（代表）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IP ０７４７-６８-９０７０（直通）

開催日時：令和元年１０月１２日（土）
　　　　　セミナー　午後１時～２時
　　　　　相 談 会　午後２時１５分～４時１５分
開催場所：三宅町立中央公民館 ２階 大会議室
　　　　   〒６３６- ０２１３ 奈良県磯城郡三宅町大字伴堂６８９番地
主　　催：三宅町・特定非営利活動法人空き家コンシェルジュ
後　　援：奈良県
入 場 料：無料

開催日時：令和元年１０月１９日（土）
　　　　　セミナー　午後１時～２時
　　　　　相 談 会　午後２時１５分～４時１５分
開催場所：東吉野村住民ホール
　　　　   〒 633-2492 奈良県吉野郡東吉野村大字小川 99
主　　催：東吉野村・特定非営利活動法人空き家コンシェルジュ
後　　援：奈良県
入 場 料：無料

開催日時：令和元年１０月２６日（土）
　　　　　セミナー　午後１時～２時
　　　　　相 談 会　午後２時１５分～４時１５分
開催場所：吉野町中央公民館
　　　　   〒 639-3111 奈良県吉野郡吉野町上市 133 番地
主　　催：吉野町・特定非営利活動法人空き家コンシェルジュ
後　　援：奈良県
入 場 料：無料

令和元年１０月「空き家相談会」を開催します

問合せ
　特定非営利活動法人 空き家コンシェルジュ
　【橿原相談窓口】〒 634-0075 橿原市小房町 9-32
　TEL/FAX : ０７４４- ３５- ６２１１
　ご相談窓口 月曜日～土曜日（日祝定休）午前９時～午後５時
　Mail : akiyaconcierge@zeus.eonet.ne.jp　HP：http://www.akiyaconcierge.com/

＊セミナー参加は予約不要ですが、相談会には
　予約が必要です。
　下記連絡先までお申込みください。
＊相談会の日以外でも常設の相談員が相談を受
　付しています。
　お気軽にお問い合わせください。

①

③

②
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幼児教育の無償化について（令和元年１０月より開始）

【下市幼稚園】
無償化期間
　３歳児から５歳児までの３年間

手続きについて
　現在、下市幼稚園を利用している園児につ

いては、無償化にあたり新たな手続きは必要

ありません。園児の保護者には無償化のお知

らせを送付しています。

対象とならないもの
　通園送迎費、食材料費、行事費等はこれま

で通り保護者の負担となります。

　ただし、年収３６０万円未満相当世帯の子

どもと第３子以降の子どもについては、副食

費（おかず代やおやつ代）の支払いが免除と

なります。

【保育所（園）、認定こども園】
無償化期間
　満３歳になった後の４月１日から小学校入

学までの３年間 

　※満３歳になった年度の保育料は、無償化  

　　にはなりません。

　※０歳児から２歳児については、住民税非

　　課税世帯のみ保育料が無償化になります。

手続きについて
　現在、保育所（園）、認定こども園を利用し

ている園児については、無償化にあたり新た

な手続きは必要ありません。現在、保育所（園）、

認定こども園を利用している園児の保護者に

は無償化のお知らせを送付しています。

対象とならないもの
　通園送迎費、食材料費、行事費等はこれま

で通り保護者の負担となります。ただし、年

収３６０万円未満相当世帯の子どもと第３子

以降の子どもについては、副食費（おかず代

やおやつ代）の支払いが免除となります。

※第３子以降の子どもの多子カウント方法は、

　保育所等は小学校就学前までの最年長の子

　どもを第１子としてカウントします。

大規模な土地取引には届出が必要です。
提出期限は契約締結日から２週間以内です。

　国土利用計画法は、適正かつ合理的な土地利用の確保を図るため土地取引の届出制度を設けています。
　土地取引に係る契約（予約を含む。）をしたときは、権利取得者（例えば、買主）は、契約日から２週間
以内に土地売買等の届出をしなければなりません。

届 出 が
必 要 な
土 地 面 積

市街化区域　　　　２，０００㎡ 以上
市街化調整区域　　５，０００㎡ 以上
都市計画区域外　１０，０００㎡ 以上

届 出 先
届出書に必要事項を記入し、添付書類（契約書の写し、地図など）とともに、土地の所在す
る市町村役場に届け出てください。
届出の用紙は役場にあります。また奈良県のホームページでも入手できます。

審 査 内 容 土地の利用目的が、土地利用基本計画などの土地利用に関する計画に適合しない場合には、
利用目的の変更を勧告し、是正を求めることがあります。

罰 　 　 則 届出をしなかったり、虚偽の届出をすると６カ月以下の懲役、または、１００万円以下の罰
金に処せられることがあります。

問合せ　　奈良県地域振興部エネルギー・土地水資源調整課

　　　　　☎ ０７４２-２７-８４８４（ダイヤルイン）　

　　　　　奈良県ホームページ http://www.pref.nara.jp/

問合せ
　幼稚園について　
　下市町教育委員会事務局　学校教育係　　☎ ０７４７-５２-１７１１（内線７０７）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IP ０７４７-６８-９０８０（直通）
　保育所（園）、認定こども園について
　下市町役場　健康福祉課　児童福祉係　　☎ ０７４７-５２-０００１（内線１５２）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IP ０７４７-６８-９０６４（直通）
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　今年度の集団がん検診の最終日程になります。ぜひこ
の機会に受診しましょう。
※ごんたくんポイントが１０ポイントもらえます！
日時
　１１月８日（金）
　　①午前８時３０分～１１時受付
　　　検診内容　
　　　　胃がん検診・大腸がん検診・肺がん検診
　　②午後１時～３時受付
　　　検診内容  
　　　　大腸がん検診・肺がん検診
　　　　子宮がん検診・乳がん検診
　１１月１０日（日）
　　　午前８時３０分～１１時受付
　　　検診内容　
　　　　胃がん検診・大腸がん検診
　　　　肺がん検診・歯科健診
場所
　下市町保健センター
申込み・問合せ
　下市町役場　健康福祉課　保健予防係
　☎ ０７４７-５２-０００１（内線１５９・１６０）
　IP ０７４７-６８-９０６５（直通）

　子どもの成長、発達、行動、しつけなどのさまざまな
問題や心配ごと等、あなたが抱えている疑問や悩みにつ
いて、どうぞお気軽にご相談ください。
日時《予約制》
　１１月１５日（金）
　午前１０時３０分～午後４時
場所
　下市町保健センター　２階研修室
申込み・問合せ　
　事前に電話予約をお願いします
　奈良県高田こども家庭相談センター
　☎ ０７４５-２２-６０７９

　本年１０月１日から国の消費税率の改正に伴い、水道
料金並びに下水道使用料に係る消費税率が８％から１０
％に変更になりますので、お知らせいたします。
　なお、９月中に使用した水量を含む水道料金・下水道
使用料は、従前のとおり８％で計算しております。１０
月１日以降に使用された水道料金・下水道使用料から、
１０％で計算いたします。
　皆様のご理解・ご協力の程よろしくお願い申し上げま
す。
問合せ　下市町上下水道課
　　　　☎０７４７－５２－５５４０

日時
　１０月　２日（水）　１０月２４日（木）
　１１月２３日（土）
　午前９時～１０時受付
場所
　下市町保健センター
対象者
　４０歳以上で過去に肝炎ウイルス検査に相当する検診
　を受けたことがない方
検査内容
　問診、血液検査
料金　
　無料
※医療機関で受診する場合は、福西クリニックで受診で
　きます。その他の医療機関で受診されますと有料とな
　りますのでご注意ください。
申込み・問合せ
　下市町役場　健康福祉課　保健予防係
　☎  ０７４７-５２-０００１（内線１５９・１６０）
　IP  ０７４７-６８-９０６５（直通）

※若者世帯が下市町内で新築する住宅建設費の一部補助
補助金の交付対象者
次の①～④の要件を全て満たす者
①世帯主又はその配偶者が１８歳以上４５歳未満の２人
　以上の世帯
②住宅新築工事完了時に、当該住宅の所在地において住
　民基本台帳に記録され、かつ、引き続き１０年を超え
　て居住することを宣誓する者
③自治会活動等に積極的に参加する者
④町税滞納者、公共工事等の移転補償での住宅建設、暴
　力団排除条例に該当する者等でないこと　　　　など
補助金の額
次の①～③の要件を全て満たす場合は１,０００,０００円
①補助金の交付対象者が、下市町内で自ら居住するため 
　令和元年度以降に新築された住宅
②延床面積９０平方メートル以上の専用住宅
③建築基準法等の関係法令の基準等を満たしていること
　その他かさ上げ
　　下市町内の業者での施工（１００,０００円）
　　　　　　　　吉野材使用（１００,０００円）
問合せ
　下市町役場　総務課
　☎ ０７４７-５２-０００１（代表）
　IP ０７４７-６８-９０６０（直通）

がん検診を受けましょう

定期児童相談

定住促進住宅新築補助金

１０月１日から
水道料金・下水道使用料が変わります

肝炎ウイルス（Ｂ型、Ｃ型）検診を
実施します
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営業時間　午前１１時～午後８時
      　　　(受付は午後７時３０分まで)
　　　　　毎月２６日は『風呂の日』です。
ごんた食堂
　【平日】
　　午前１１時３０分～午後２時
　　午後４時３０分～７時３０分
　【土・日・祝日】
　　午前１１時３０分～午後７時３０分
　　（ラストオーダー　午後７時まで）
※風呂の日には、お得な当日限定の日替わりメニュー 
　『風呂の日定食』がございます。
皆様のご来店お待ちしております！
☆各種宴会・法事御膳はじめました☆

法事や各種宴会のご予約お待ちしています！！
詳細は、ごんた食堂へ

♨今月の風呂の日は2６日です
　　皆様のご利用を心からお待ちしております。
※台風等の接近に伴い、安全性を確保するため、臨
　時休業させていただく場合がございます。ご了承
　ください。
　臨時休業させていただく場合、下市テレビにてご
　連絡いたします。
問合せ　下市温泉秋津荘・明水館
　　　　☎ ０７４７-５２-２６１９（フロイク）
      　　IP ０７４７-６８-９０８１　

ら 
情報く 

Information

 し
 の

予約・問合せ　奈良弁護士会
　　　　　　　中南和法律相談センター係
　　　　　　　☎ ０７４２-２２-２０３５

日　　　　時　１０月１６日（水）午後１時～４時　
場　　　　所　吉野町役場
予約・問合せ　吉野町役場　町民課 
　　　　　　　☎ ０７４６-３２-３０８１

場　　　所　大淀町大字下渕６８番地の４
　　　　　　やすらぎビル４階
問 合 せ　☎ ０５０-３３８３-００２５
　　　　　　※無料になる場合があります。
　　　　　　　まずは電話でお問い合わせを。

日　　　時　１０月３日、１０日、１７日、２４日、３１日
　　　　　　毎週木曜日　午後１時～４時
場　　　所　下市町役場
予約・問合せ　下市町役場　住民保険課
　　　　　　☎ ０７４７-５２-０００１（代表）
　　　　　　IP ０７４７-６８-９０６３（直通）

　近畿税理士会主催の税理士による無料税務相談会が開
催されます。相続税や贈与税、所得税など主に国税につ
いての疑問を解消する機会として、ぜひご活用くださ
い。
　相談会については、原則予約制となっておりますた
め、前日までに電話にてお申込みください。（当日でも
空きがある場合には前日までの予約なしでも相談を行う
ことができます。その場合でも電話にて空き状況のご確
認をお願いします。）
日　　　時　令和元年１０月１１日（金）
　　　　　　午後１時～４時
場　　　所　下市町役場１階　相談室
留 意 事 項　１人あたり３０分程度
　　　　　　１回につき４名程度の相談を受け付け　　
　　　　　　いたします。（先着順）
予約・問合せ　下市町役場　税務課
　　　　　　☎ ０７４７-５２-０００１（代表）
　　　　　　IP ０７４７-６８-９０６６（直通）

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

１０月の営業日カレンダー
※
〇
印
の
日
が
休
館
日
で
す
。

下市温泉秋津荘・明水館・ごんた食堂
 営業日のお知らせ

中南和法律相談センター無料法律相談
〈県内中南和各地で随時開催しています〉

吉野三町無料法律相談
〈奈良弁護士会所属弁護士による無料相談〉

法テラス南和法律事務所�
〈常駐の弁護士が相談にあたります〉

消費生活相談
〈毎週木曜日　午後１時～４時開催〉

税理士による無料税務相談

１０月３１日（木）は国民健康保険税 第４期
　　　　　　　　　　後期高齢者医療保険料 第４期
　　　　　　　　　　町県民税 第３期の納期限です。
　納期限を守って、納め忘れのないようにしましょう。
※口座振替ご利用の方は、１０月３１日（木）が振替日 
　となります。預金残高のご確認をお願いいたします。
　国民健康保険税・後期高齢者医療保険料　住民保険課
　　　　　　　　　　　　　　　町県民税　税務課

納期内に納めましょう。�

11



今月のおすすめ本
　
モ
ネ
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
、
ゴ
ッ
ホ
…
。
日
本
の
若
者
に
本
物

を
見
せ
た
い
。
そ
の
一
心
で
絵
画
を
買
い
漁
っ
た
男
が
い
た
。

ア
ー
ト
に
魅
せ
ら
れ
、
不
可
能
を
可
能
に
し
た
４
人
の
男
た

ち
と
、
国
立
西
洋
美
術
館
の
礎
「
松
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の

軌
跡
を
描
く
。

　
足
腰
が
弱
く
、
体
力
的
に
も
不
安
を
抱
え
る
シ
ニ
ア
層
が

安
全
に
避
難
し
、
命
を
守
る
た
め
に
は
日
頃
の
備
え
が
必
要
。

「
災
害
関
連
死
」
や
「
災
害
直
接
死
に
も
繋
が
る
避
難
行
動
」

な
ど
か
ら
、
シ
ニ
ア
の
命
を
守
る
た
め
に
必
要
な
50
ポ
イ
ン

ト
を
ま
と
め
る
。

原田マハ / 著
文藝春秋

三平洵 / 監修
産業編集センター

★
美
し
き
愚
か
も
の
た
ち
タ
ブ
ロ
ー

★
シ
ニ
ア
の
た
め
の
防
災
手
帖

日　　時
 １１月３０日（土） 午前１０時頃現地集合
　　　　　　　　（午後３時３０分頃解散予定）
※予備日１２月１日（日） 午前１０時頃現地集合
　　　　　　　　（午後３時３０分頃解散予定）
集合場所
　如意輪寺駐車場（奈良県吉野郡吉野町大字吉野山１０２４）
内　　容
　世界遺産吉野山に設置されたチェックポイントを
できるだけ多く時間内に回り、点数を競っていただき
ます。　※雨天決行（荒天中止）
参 加 料　無料　※交通費等、自己負担
景　　品　入賞者には景品授与
対象・定員
　小学生以上の子どもとその保護者（約４０組）
　（子どもと保護者合わせて１組は４人程度）
　応募多数の場合は抽選
そ の 他
　当選者に限り、１１月２１日（木）までに事務局（和歌
山市企画課）から参加決定通知書及び詳細案内を郵送
申込み・問合せ
１１月１４日（木）までにＦＡＸ・メールで（参加者全員
の氏名・年齢（学年）、代表者の住所・電話番号）を
記入）
　下市町役場 生活環境課 ☎ ０７４７-５２-５９０１
　　　　　　　　　　　  IP ０７４７-６８-９０７５
　　　　　　　　　 　 FAX ０７４７-５３-０３０９
                Mail shisuien@town.shimoichi.lg.jp

１１月９日～１１月１５日
　秋季火災予防運動実施
　統一標語
　「 ひとつずつ　いいね！で確認　火の用心 」

火災が発生しやすい時季を迎えますので、火気の
取扱いには十分注意しましょう。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
―　３つの習慣・４つの対策―

３つの習慣
・寝タバコは、絶対やめる。
・ストーブは、燃えやすい物から離れた位置で使
　用する。
・ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火
　を消す
４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器など
　を設置する。
・寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品
　などを使用する。
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
　などを備える。
・お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近
　所の協力体制つくる。

火災・救急は１１９
付いていますか？住宅用火災警報器
奈良県広域消防組合　下市消防署

http://www.naraksk119.jp/

吉野川・紀の川流域協議会主催
『流域ウォークラリー in 吉野町』

参加者募集
下市消防署からのお知らせ
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図書館だより

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

　

図
書
館
で
は
電
話
で
の
本
の
予

約
・
延
長
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

下
市
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

　
　
　
　
（
下
市
町
立
図
書
館
）

　

☎
0
7
4
7
―
５
２
―
１
７
１
１

Ｉ
Ｐ
0
7
4
7
―
６
８
―
９
０
８
０

１０月の休館日

★○印が休館日です
★開館時間　木曜日〜月曜日
　　　　　　午前 9 時〜午後 5 時
★開館時間以外は、玄関脇の
　返却 BOX へお返しください。
  （DVD・ビデオテープを除く）

社
協
だ
よ
り

おはなし会
１０月２６日（土）

午後 2 時

相談内容 場　　所 相　談　日 時　間

行政・人権・心配ごと相談
行政相談委員・人権擁護委員
民生児童委員が相談を受けます。

（電話相談も可）

下市町交流センター
（ごんたくんの家）
☎ 0747-52-6125

１０月１７日（木）午後 1 時

3 時１１月   ７日（木）

人権・心配ごと相談
人権擁護委員・民生児童委員が
相談を受けます。

（電話相談も可）

下市町交流センター
（ごんたくんの家）
☎ 0747-52-6125

１０月   ３日（木）午後 1 時

3 時１１月２１日（木）

〜

〜

　

い
つ
も
善
意
銀
行
に
預
託
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

８
月
16
日
～
９
月
15
日
の
期
間

に
、
次
の
皆
さ
ん
か
ら
預
託
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

・
叙
勲
内
祝
い
と
し
て

（
故
）
亀
田 

贇
視
（
新　

住
）
５
万
円

大
谷　

隆
一
（
広　

橋
）
10
万
円

・
供
養
と
し
て

　

井　

新
昭
（
栃　

原
）
３
万
円

亀
田　

和
高
（
堺　

市
）
３
万
円

谷
口　

幸
代
（
田
中
町
）
１
万
円

竹
田
ヒ
サ
子
（
伃　

邑
）
３
万
円

大
月　

德
昭
（
栄　

町
）
５
万
円

職
種

　

ご
み
の
収
集
及
び
運
搬

　

パ
ー
ト
１
名

賃
金

　

１
０
０
０
円
～
（
諸
手
当
有
り
）

就
業
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　

（
１
時
間
休
憩
有
り
）

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
、
普
通

自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
の
み
不
可
）
を

有
す
る
方

試
験
種
類

　

口
述
試
験
（
面
接
）

提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）

※
随
時
受
け
付
け
の
た
め
、
応
募
時 

　

に
採
用
が
終
了
し
て
い
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

※
勤
務
良
好
な
方
で
、
勤
務
延
長
す

　

る
場
合
は
、
令
和
２
年
４
月
以
降
、

　

会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
り
、
１

　

年
単
位
の
任
用
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

下
市
町
役
場 

生
活
環
境
課
（
紫
水
苑
）

　
　

☎
０
７
４
７
―

５
２
―

５
９
０
１

　

Ｉ
Ｐ
０
７
４
７
―

６
８
―

９
０
７
５

紫
水
苑
清
掃
作
業
員
募
集

　
わ
た
し
に
は
、
嫌
い
な
人
が
い
る
。
イ
ヤ
な
こ
と
を
言
っ

た
り
、し
た
り
す
る
か
ら
。
誰
か
を
憎
ん
で
い
る
時
間
が
も
っ

た
い
な
い
の
に
、
イ
ヤ
な
気
持
ち
っ
て
自
分
じ
ゃ
ど
う
し
よ

う
も
な
い
。
そ
ん
な
と
き
は
…
。

ヨシタケシンスケ / 作
 ブロンズ新社

★
こ
ろ
べ
ば
い
い
の
に
（
絵
本
）
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発
 行

　
下

市
町

総
務

課
〒

638－
8510

奈
良

県
吉

野
郡

下
市

町
下

市
1960番

地

　 のうご
き

人

第 ５ ６ 回 　 町 展
日　　時
　１０月２６日（土）　午前９時～午後５時３０分
　１０月２７日（日）　午前９時～午後４時
会　　場
　下市観光文化センター　　　　　　
出品作品
　書、絵画、吉野絵、紙画、彫刻、写真、短歌、
　俳句、川柳、生花、盆栽、服飾、手芸、陶芸、
　表装、工芸、俳画、押絵、編物、団体作品 他
主　　催
　下市町・下市町教育委員会・下市町文化連盟

下 市 町 文 化 講 演 会
日　　時
　１１月１０日（日）　午前１０時～
会　　場
　下市観光文化センター　2 階研修室
講　　師
　三浦　明利　氏　（大淀町）
　浄土真宗本願寺派　龍王山光明寺住職
　シンガーソングライター・エッセイスト
主　　催
　下市町文化連盟
　下市町教育委員会　　

第３２回 下市町芸能発表大会
日　　時
　１１月３日（文化の日） 午後０時３０分　開演
会　　場
　下市観光文化センター　大ホール
　※入場無料
　※先着１５０名様にプレゼントがあります。
　　最後には大抽選会もあります。
内　　容
　ダンス、詩吟、民舞、カラオケ、フラダンス
主　　催
　下市町文化連盟
後　　援
　下市町・下市町教育委員会

リサイクルブックフェア
（古本交換会）

期　　間
　１０月３１日（木）～１１月１４日（木）
会　　場
　下市観光文化センター　１階エントランス
※いらなくなった本（漫画を除く）を持ち寄って
　ください。（図書館で事前にお預かりもいたし
　ます）
※期間中は本をご自由にお持ち寄り、お持ち帰
　りください。ぜひ、皆さんお越しください。

人　口　5,331 人　(－18)
　男　　2,506 人　(－10)
　女　　2,825 人　(－ 8)
世帯数　2,447世帯（－ 1）
　　　　　　（　）内は前月比
　出生　2人　　死亡  9人
　転入  8人　　転出 19人

令和元年９月１日現在

お誕生日おめでとう！！

元気に大きくなってね。

             家族みんなより

椿井　誠壱くん

２歳　男の子 （下阪）

つばい せいいち

１０月生まれのおともだち
　　　　　はっぴーばーすでい
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